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０．モノへの問い 

・民具：民衆が日常生活の必要から製作・使用してきた伝承的な器具・造形物の総称 

（宮本馨太郎 1972「民具」大塚民俗学会編『日本民俗事典』弘文堂） 

・渋澤敬三（1896-1963）と民具研究、アチック・ミューゼアム（日本常民文化研究所） 

 

１．原論：「着衣」の普遍性とその起源 

・衣服の分類 ・トップとボトム 

  ・アウターとインナー 

  ・体幹部と末端部（帽子、手袋、靴…） 

  ・装身具（ピアス、ネックレス、ブレスレット、リング…） 

  ・コンテクストによる分類（ex 晴れ着と普段着、制服、ユニフォーム…） 

・衣服の役割：機能性と表現性 

・不可欠ならざるもの／「人間的」なもの？ 

・一つの仮説：生物的「発情期」を喪失したヒトがその文化的操作のために導入した「記号」？ 

 

２．前近代：労働集約製品としての衣服 

・糸を紡ぐ／布を織る・編む／（染める）／服を縫う・繕う→「女の仕事」 

・布の貴重さ／布の呪力／縫うことの呪力 

 

３．近代・現在：体型補正下着をめぐって 

→自製品から既製品へ／天然素材から合成素材へ／機能性から表現性へ 

１）科学の対象としての＜身体＞：素材技術の革新／不安定な身体部位の膨大な計測作業 

２）行為の道具としての＜身体＞：西欧におけるコルセットからの離脱／日本における着用習慣の形成 

３）表現のメディアとしての＜身体＞：洋装下着の受容＝身体観の受容／「谷間」の発見 

４）制度の客体としての＜身体＞：商品化／グローバリゼーション／帝国の「身体計測学」 
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